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第 173 臨時国会召集 
 

10 月 26 日、第 173 臨時国会が召集されまし

た。会期は 11 月 30 日までの 36 日間です。 
衆議院本会議に先立ち、民主党代議士会と両

院議員総会が開催されました。鳩山総理は両院

議員総会で「本当の意味でこの国を変えるのは

これから。国民に変わったと思ってもらえるよ

う努力しよう。」とあいさつしました。 
 

戦後行政の大掃除 
鳩山総理は、衆参両院の本会議で※所信表明

演説を行いました。総理は、冒頭、政治主導・

国民主導の新たな政治体制のもとで、まず行う

べきは「戦後行政の大掃除」だと述べ、政府の

予算・業務等の見直しと、税金の使途と予算編

成のあり方の見直しという、二つの大きな変革

の必要性を強調しました。 
また、マニフェストに掲げた後期高齢者医療

制度や障害者自立支援法の廃止に向けた検討、

子ども手当の創設、高校の実質授業料無償化、

生活保護の母子加算の年内復活等に取り組む考

えを示しました。 
さらに「人間のための経済」として、雇用や

人材育成面でのセイフティーネットを整備し、

「日本経済を自立的な民需による回復軌道に乗

せ、国際的な政策協調に留意しつつ持続的な成

長を確保することは鳩山内閣の最重要課題」と

の認識を示しました。 

 
＜ＪＡＭ組織内・準組織内国会議員の所属委員会等＞ 

 
衆  議  院 

田 中 慶 秋 内閣委員会委員長 
筒 井 信 隆 農林水産委員会委員長 

参  議  院 

津 田 弥太郎 

厚生労働委員会理事 
ＯＤＡ特別委員会委員 
国民生活・経済調査会委員 
（党役職：参議院民主党副幹事長） 

辻   泰 弘 
厚生労働委員会委員 
予算委員会理事 
倫理選挙特別委員会委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｊ Ａ Ｍ         
政策ＮＥＷＳ 

所信表明演説と施政方針演説 

 
所信表明演説＝臨時国会の冒頭で内閣総理大臣（首相）が行う演説。国政全般について当面の方針や重点課

題を説明する。どちらかというと首相個人の所信を述べるのが特徴。臨時国会のほか新しい

首相が指名される特別国会や国会の会期途中に首相が交代した場合にも所信表明演説が行

われる。 
施政方針演説＝内閣総理大臣による国政全般の方針に関する演説。毎年、通常国会の冒頭で行われる。施政

方針演説では、内閣全体としての基本方針を述べるという点が特徴。 


